
第5回（2019年度）　けんせつ小町活躍推進表彰

活動のきっかけ
（背景、ねらい）

SNSを使用した、電工女子のお仕事と日常を発信！そこで繋がるご縁と絆。

応
募
者
情
報

担当

けんせつ小町工事チーム登録活動分類

写真・図表等　（ビジュアル的なPR）インスタグラム。写真と文章を投稿することによって、手軽に全
世界に発信ができる。日本では若い世代のユーザー（特に女
子）が多く、活動を発信することで建設に興味を持ってもらうきっ
かけづくりになると思う。また、インスタグラム上で建設に関わる
事の魅力や仕事上の体験談、悩み事など、リアルを発信するこ
とで、現在建設に関わっている方の共感や意見交換の場として
も利用できる。また現場でなかなか面と向かって言えない悩み
なども手軽さから打ち明けてくれる、困ったときの駆け込み寺的
な役割をはたせるのではないか（仲間を自分の環境では作れ
ない人たちのために私個人にできることがあるのではないか）

2.個人

前中由希恵

なないろ電気通信

活動の内容
（具体例、効果）

・まずは、私はここにいますと発信しました→インスタグラムの投稿で
はハッシュタグの利用と、メーカーさんやメディアさんとのコラボ企画を
積極的に行いました。→フォロワーの拡大
・自分の悩みをさらけだした→同じ悩みを抱えている方がたくさんいる
ことを知りそれについて解決方法はないかなどやりとりができるきっか
けつくりとなった。
・ご縁が繋がった方に実際会って話を聞く機会を作った→先輩にあた
る方にはアドバイスをいただき、後輩にあたる方からは悩みを吸いとる
など。共有し、この活動を続けることで小さいながらたくさんの経験談
を吸い取り、建設のもっと広がれ良いところ、ここはどう改善していける
の悪いところを考える糸口に繋げられる。（現在続々とお誘いも！）
・日々の投稿から建設の仕事に個人の能力の違いはあっても男女は
同じように働ける事を伝える。→　前中さんのようになりたい！同世代
の中でも尊敬できるなど男女問わずにお声かけいただき、女性だから
特別ではなく仕事に取り組むことへの魅力を発信できた。
私の行いは、会社として取り組ませていただきながら電工女子前中を
アピールさせていただきました。少しでも多くの未来のためにできるこ
とは何か小さいことからでも個人でも始める事が大切だと思います。今
けんせつ離れが続く中で興味をもっていただいた方々にいかにして魅
力を発信していけるかどんな環境で迎えてあげれるのか。いろんな発
信の仕方がある中でインスタグラムの活用に手ごたえを感じていま
す。
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※表彰時の名称

イイね！インスタグラムで電工女子を発信！！

トップランナー賞

イケてる作業服を発信！

ご縁でつながった作業靴のユーザーモデルに

インターネットラジオでも電工女子をアピール

想いを込めた発信で

よりよく変えていきたい

あなたにもできると

大きな声で

言いたいです。

インスタグラム

以外でも

発信できる場所があれば行動

パナソニックj電動工具の取材

スポニチさんの架橋現場女子ファイル
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